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業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績動向を踏まえ、2022年5月12日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

記

　　　●業績予想の修正について

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前回発表予想(A) 70,000 △ 600 △ 700 △ 700 △ 21.52

今回修正予想(B) 60,000 1,600 1,400 1,000 30.74

増減額(B-A) △ 10,000 2,200 2,100 1,700

増減率(%) △ 14.3 － － －

（ご参考）前期実績
（2022年3月期）

40,531 825 769 731 22.50

以　上

修正の理由
　当第２四半期累計期間において、期初の予想通り生産能力に対する稼働率は5割程度となっていることに加え、苛性ソーダを
はじめ各種原材料等の価格上昇や電気料金の高騰などから、業績採算面では期初の予想に比べて一層厳しい状況となってお
ります。
　一方、当社製品の主原料であるニッケル及びコバルトの国際相場が当第１四半期にかけて上昇したのち、第２四半期にかけ
ては下落基調で推移したものの、当第２四半期累計期間の利益面で大幅な増加要因（相場関連損益：16億円）となっておりま
す。今後、期末にかけて相場関連損益がさらに増加することに加えて、為替が期初想定よりも円安で推移していることから、こ
れら外部要因による利益の増加影響は通期でおよそ30億円を上回ると想定され、上記の通り売上高、営業利益、経常利益及
び当期純利益を当初予想から修正いたします。
　以上の通り、主原料相場の急激な変動は業績に大きな影響を及ぼします。上記予想は、当期末までの期間においてニッケル
及びコバルトの国際相場や為替相場が当第２四半期末と比較し、大きな変動がないことを前提としております。
　
※なお、上記の予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報による判断、仮定及び確信に基づくものであり、今後の
経済情勢、事業運営における様々な状況変化によって、実際の業績等は予想値と異なる場合があります。

2023年3月期通期個別業績予想数値の修正（2022年4月1日～2023年3月31日）


